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　神戸を訪れた合唱団、希望の灯り前での合唱終了後、
「慰霊と瞑想の空間」内で黙とう。その後、上西理事長が、
震災の概要を説明しました。質問の時間では、納得す
るまで質問する姿に 話をした上西理事長は、感銘を受
けました。その日の夜、神戸市中央区のカトリック神
戸中央教会で行われた神戸公演では、合唱団メンバー
１１人が、阪神淡路大震災で犠牲になった人たちの鎮
魂を願って、分灯された希望の灯りを灯した老僧くを
手に入場。会場には、犠牲者に手向けるための花束が
置かれていました。６０名のメンバーによる礼拝堂に
響き渡る天使のハーモニーは、私たちの心の奥深に届きました。メンバーの「亡くなった人たち
への鎮魂の思いと、生き残った人たちが幸せに暮らしてほしいという願いを込めて歌った」とい
う言葉に胸が熱くなりました。暑い中、また、全国を回り疲れの残る中、震災犠牲者への鎮魂の
歌を捧げて下った合唱団の皆様には、心より感謝いたします。

　９月２６日（日）、「第５２回震災モニュメント
ウォーク　灘区西中央地区」を行ないました。
午前１０時、ＪR 六甲道駅を出発。六甲風の郷公園
( 初 )⇒都賀川の慰霊碑⇒下河原町の慰霊碑 ( 初 )⇒
名も無き祠⇒琵琶町公園⇒六甲道南公園 ( 初 ) へ。
六甲道南公園での昼食後、交流会を行いました。
会員の方から認定 NPO 法人取得のお祝いにとい
ただいたお揃いの T シャツを初めて着て行なった
ウォークでした。
　今回のウォークで初めて試みた『あっ！見つけ
た !!』は、予め指定した施設をウォークの中で探

すことで、周りの建物や町並みに気をつけながら歩こうという企画です。日頃、家族で避難場所
やその道のりについて話し合ったことはありまか？避難場所まで歩いた事がありますか？いつも
歩いている道でも、災害時は一変しています。一度歩いて、近くに危険物が無いか？建物の倒壊
によって通れなくなることは無いか？を想像し、途中休憩できる公園・広場を探しながら、家族
全員が安心して避難できるコースを２つ以上決めておいてください。そして、年２回程度、決め
たコースの確認をしてください。その際、緊急避難持ち出し袋をもって、休憩時には緊急食を食
べり、飲み物を飲んだりしながら「チョイトレ（ちょっとしたトレッキングの略）」気分で出かけ
てみて下さい。町並み探検を楽しみながら、家族で防災について話し合う機会を作ってみてはい
かがでしょうか。

～震災モニュメント交流ウォークを通じて防災に意識を～
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　本日は、暑い中ありがとうございました。
私は、震災のことはほとんど知らず、震災を
伝える活動をされている方にお会いするのも
初めてでした。自分が伝えたくても伝えられ
ないと思っていました。今から震災を経験す
ることはできません。震災そのものを伝える
ことは私にはできないことですが、命の尊さ
を伝えることはできます。希望の灯りにあっ
たように震災を通じて得たもの「仲間」に私
も加わりたいと感じました。私が震災の事を
何か話す機会があれば今日感じたままの命の
尊さを伝えたいです。
　　　　　　関西学院大学　田中友里絵さん

　神戸に住み、神戸で育った私にとっては、
震災は身近なものでした。小・中学校では、
毎年1月になると震災に関する学習が行われ、
炊き出しなどのもありました。しかし、私は
被害が小さい地域に住んでいたため、授業で
習っただけで実際に現場に行ったことがな
かったので身近な震災でも頭の中のイメージ
が中心でした。今日、東遊園地の各モニュメ
ントやメリケンパークの地盤沈下がおこった
所を巡り、震災に対する意識が変わったと思
います。あまり記憶に残っていなくても自分
なりに震災を知らない子供たちや他の地域、
国の人々に震災が起こったことを伝えていき
たいと思いました。亡くなった方々の分も毎
日を大切に生き、今生きているという幸せを
伝えていきたいと思います。そして、来年の
１月１７日には、つどいに参加したいと思い
ます。本日は、お忙しい中私たちに時間を作っ
てくださってありがとうございました。
　　　　　　　関西学院大学　船江弘樹さん

　私は、阪神淡路大震災を実際に経験してい
ないが、小・中・高校の過程で話を聞いたり
ビデオを観ることでどういったものだったの
かを知っていたが、今回目と目が合う距離で
話を聞き、震災を経験した人とその場所をめ
ぐることで私が、知っていたこと以上に事実
は悲惨であり震災が与えたものは私が想像し
ていた以上のものだった。いや、実際聞いて
も事実、起こったことを私には、想像がつか
なかった。それでも話を聞くことで被害に遭
われた方の気持ちを聞くことは、とても貴重
であった。しかし、その反面こんな知識の浅
い人間が被災者の方にインタビューをしてい
いのかと取材の中で思わずにはいられなかっ
た。話をされるということは、思い出したく
ない事実を思い出さなければならい。私みた
いな人間が、その心に踏み入ってよいものな
のか、取材を終えた今でもその疑問は私の中
で残ったままである。しかし、震災に遭われ
た方の「伝えていかなければならない」と何
度も言われたあの言葉はたくさんの悲しみと
向き合うことで出された言葉であると考える。
今、取材を終えた私はその言葉を頭におきな
がら自分の抱く疑問を常に心に共存させ、語
りとして、聞き手として生きて行きたい今強
く思う。神戸女学院大学　藤田奈央さん

　阪神淡路大震災での私の記憶というのは、
当時４歳であったということもあり、わずか
なものしか残っていない。小・中・高校と毎
年一回思い出す機会や「はるかのひまわり」
ということを知り、学校でひまわりの絵を描
くといった団体での取り組ということがあっ
たものの、個人で積極的に震災について知ろ
うということは少なかった。今日、白木さん
とたかいさんのお二人にお話を伺い、心が動
かされるものがあった。それは、私が理解す
ることができない程の苦しみを背負って生き
ておられるということである。大きな苦しみ
悲しみを今このように話をして頂いたことに
心から感謝します。神戸女学院　細川佑衣子

　９月６日、朝日新聞社にインターンシップ
経験で着ている学生４人が、ＨＡＮＤＳのメン
バーに話を聞きにきてくれました。希望の灯
りや震災犠牲者の名前が刻まれている瞑想の
空間の説明などの後、神戸東遊園地のモニュ
メントやメリケンパークのモニュメントを見
学していただきました。学生のみなさんから
いただいた感想を紹介いたします。

神戸・東遊園地にある瞑想の空間で学生に話をする白木理事





４回生Ｋ君　姫路で被災。２回目（３回目？）
ＨＡＮＤＳメンバーの話を聞いたとき、自分の経験
とは比べ物にならないと思った。“１．１７のつどい”
に参加した時に「震災はまだ終わっていない」と思っ
た。自分にできることは何だろう？と考えた時に震
災を知らない人に震災の事を知ってもうらというこ
とだと思った。ルミナリエに来た人たちに、慰霊の
ゾーンに来てもらって震災の事を知ってほしい。

３回生Ｋさん　西宮市甲子園で被災。
自分の中で震災の経験をしまいこんで過ごしてき
た。ＨＡＮＤＳのメンバーの話を聞くことやルミナ
リエの企画のお手伝いをすることで、当時の事が、
よみがえってきた。そして、あの時、自分も大きな
被害に遭い死んでいたかもしれない中生きていたこ
と　そして、今、自分がここに存在していることが
素晴らしいということを考えるきっかけになった。

３回生Ｍさん　当時は大阪。初めての参加
東灘区祖父母の家が半壊。震災の事をある程度覚
えているつもりでいたが、ＨＡＮＤＳのメンバーの
人たちの話を聞いたときに、１５年が経ち、随分、
忘れてしまっていたことい気がついた。他の人に
も１６年前に起こった震災の時の事を改めて思い
出してほしい、忘れないでいてほしい。私たちの
企画が震災を思い出すきっかけになってほしい。

３回生Ｗさん　当時は加古川。　２回目
学内でルミナリエの光のオブジェのポスターを見て
幼いころルミナリエを観に行ったことを思い出し 
この企画に参加した。去年、会場でグッズ販売をし
ている時におばあちゃんと来てくれた男の子の「こ
れ去年も売っていたね」と話しているのを聞いたと
きに小さい男の子がここに来ることで震災の事を知
るきっかけになっていることを知り、震災を経験し
ていなくても、このような形で震災を伝えることが
できることを知った。参加した人には、震災の事を
知ることで、自分も災害に遭う可能性があることを
考えてもらって少しでも命を落とす人が少なくなっ
てほしいと思う。

３回生Ｙさん　当時は北海道。　２回目
ルミナリエのボランティアをしてルミナリエの存
在を知った。点灯式に参加しルミナリエの光に感
動。また、ルミナリエを通じて、震災で大切な人
を失って今でもつらい思いでいる人がたくさんい
ることを知った。大切な人を失うことは、他人事
ではなく、誰にでも起こる可能性があること、「明
日は、わが身」になるということを考えてほしい。

３回生Ｗさん　当時は加古川。２回目
去年、学内のルミナリエでのボラティア募集の案
内ポスターを見て軽い気持ちで参加した。実際に
参加してルミナリエは、他で行なわれている電飾
のイベントとは違い、鎮魂の意味や震災から生ま
れた絆や繋がりを伝えるために開催されている。
そのことを参加した人たちに伝えていきたい。

３回生Ｓさん　神戸市東灘区で被災。
ライフラインが止まったこと以外に大きな被害が
なかった。当時は、自分のことで精一杯で他の地
域の事を知る余裕もなかった。ＨＡＮＤＳのメン
バーの話を聞いて、自宅の近くでも被害の大きかっ
た場所があったことを知った。改めて震災当時の
事をじっくりと考えるきっかけになった。

震災と若者
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正 会 員

賛 助 会 員 1 口 1,000円 10,000円
10,000円

1 口
個人

企業
団体

1 口 10,000円



認定特定非営利活動法人　阪神淡路大震災「1．17希望の灯り」

私たちの活動を支援してくださる
メンバーを募集しています！

　ＨＡＮＤＳは、NPO 法人から認定 NPO 法人になり今まで以上に皆さまのご支援を必要として
います。常時スタッフや行事ごとのスタッフとしてお手伝いしてくださる方を募集いたします。
毎回の参加でなくても大丈夫です。

ご協力お願いいたします。

正 会 員

賛 助 会 員 1 口 1,000円 10,000円
10,000円

1 口
個人 企業

団体
1 口 10,000円

個人


